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文責 校長 西山 友一郎

１１月９日（日）に泉小中学校体育館において第３回いずみ交流文化祭が行われました。
この文化祭は、泉町内の保育園・小中学校、高等学校間のつながりがより深まるきっかけと
なり、泉町の伝統文化の継承と発展につながる場になっていること、そして、人と人の絆を
深める素晴らしいものでした。学校関係においては学習の成果を発表する場として、各種団
体の皆様にとっては活動を発表し合い、お互いを知る機会としてとても大切な場にもなって
いると思いました。
本校の児童も、ステージ部門で合奏・合唱を泉小学校の皆さんと一緒に行いました。大変

よい経験になりました。

１１月１２日（水）に児童集会が行われました。まず、６年生からおすすめの本の紹介が
ありました。なぜこの本をおすすめしたいのか、しっかり理由をつけて発表していました。
続いて、１１月の生活目標について確認がありました。校長先生の話
では、目標をもって生活し、自律の心が自分自身を成長させるという
話をしました。
そして担任の先生から、人権旬間について、お話がありました。「心

は、どこにあると思いますか？」という問いかけから、心は、刺激と
反応の間に存在してるという心理学を基にした話がありました。これ
までも行っていることですが、この期間は、特に意識して自分の心も
周りの人の心も大切にしていくことを確認しました。最後に、「見え
ない心は見えるものよりも大切にしましょう」という意味の歌の歌詞
の紹介がありました。
人権とは、「人間が人間らしく生きるための、生まれながらに持つ

普遍的で誰からも侵されない権利」です。相手のことも自分のことも大切にし、違いを認め
合うこと、つまり、多様性を認め合う心が、すべての人々が自分らしく暮らせる社会を築く
上で非常に重要だと思います。今回の児童集会は、互いの心に寄り添える関係づくりをこれ
からも大切にしていきたいと改めて考えさせられた時間でした。１１月２６日（水）に人権
集会を行い、人権についての取組を発表し人権についての学びを更に深めていきます。


